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要旨

老年看護学においては､人生史を含めた高齢者理解に基づき看護を展開することが電要とな

るOライフヒストリーインタビュー (以下LHI)を用いた教授方法の違いによる学生の学びを

分析した｡結果､学生個々の学びでは､【高齢者に対する知的理解】【高齢者に対する情緒的

理解】【インタビュー学習の学び】【老年看護-の関心】が抽出され､グループワークでの学

びにおいては､【高齢者に対する知的理解】【高齢者に対する情緒的理解】【学習の深まり】

【老年看護-の関心】に/分類され､LHI後に行なったグループワークは､多様な高齢者像を知

る機会となり､高齢者理解を深めるために有効であったoLかし､日常生活の過ごし方､健康

状態､不安等高齢者の現在の生活を理解するためにはLHI方法やグループワークの討議方法を

改善する必要がある｡
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Ⅰ はじめに

高齢者は過去の時間的蓄積や豊かな人生経験に裏づけられた個性的 ･個別性ある存/l三である｡

老年看護を実践 ･展開するためには､人生史を含め高齢者の訴えに傾聴し個別性を捉えた看護

の展開が必要となる｡ しかし､全世帯に占める三世代同居率は9.1% (国民衛生の動向,2008)

と減少を続け､現代の若者は高齢者と接する機会が減少し､高齢者をステレオタイプに捉え､

かつ否定的なイメージ (小泉,1998)を高齢者に抱く傾向にある｡

そこで高齢者理解を深めるためにLHIを実施 し､その後LHIを持ち寄りグループワークを行

なう方法を老年看護学概論において取り入れた｡

LHIを用いた学習効果 (田代,2007 古城,2002)については､高齢者が育った時代背景を理

解できる効果があること､高齢者に対するイメージを肯定的に変化させること､学習者自身の

生活を振り返る機会となること等の効果が報告されている｡しかし､LHIを用いることにより

得られた学生の学びと､その後に行なったグループワークでは､どのような学びの変化が見ら

れたのか報告された研究は少ない｡本研究では､LHIを実施し､その後に行なわれたグループ

ワークでの学びにどのような変化が見られたのか､また高齢者理解が深められていたのか報告

し､今後の教授方法についての検討を行なった｡

Ⅱ 研究方法

1.研究目的

LHIによる学生個々の感想 ･学び､及びグループワークを通しての学び ･感想を明らかにし､

学習の深まりと老年看護学の教授方法について考察する｡

2.方法

1)対象

老年看護学概論を履修 した看護短期大学1年生88名中､学生の個々の学びについては同意が

得られた72名を対象とし､その後に行ったグループワークについては88名の18グループ中､同

意が得られた全グループを対象とした0

2)期間

2007年12月～2008年 1月

3)分析方法

老年看護学概論開講時､65歳以上の高齢者 1名を対象にLHIを実施すること､高齢者の疲労

度に関する配慮や強制しない等インタビュー時の注意点について説明を行なった｡LHI終 ｢後､

各個人で提出された ｢このインタビューからあなたが学んだことや感想｣の項目より抽出され

た記述内容を主語 ･述語からなる-文章を1記録単位 (以下コー ド)とし､内容の同質性､異

質性に従いカテゴリ化をした｡カテゴリ化については繰 り返し検討した｡

講義の中間にLHIを各自が持ち寄り､高齢者の共通性や異なる点について討議を行なった｡

グループワーク終了後レポー トより ｢グループワークを通しての学びや感想｣の項目から抽出

されたコー ドを同様に内容の同質性､異質性に従いカテゴリ化をした0

4)用語の定義
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LHI:誕生からの現在を含む生活史及び現在の価値観も含めてインタビューすること｡

【倫理的配慮】

各個人に対し､研究の目的､個人情報の保護､研究協力が学業成績に影響がないこと等を口

頭 ･文書で説明し､同意書を得た｡グループワークの記録に関しても､研究の目的､個人情報

の保護等を口頭 ･文書で説明し､なおかつグループ内で1名でも同意が得られなかった場合は､

研究を辞退することができることについても説明を行ったが､全グループより同意が得られた｡

Ⅲ 結果

72名字FF.LLJ､親族以外にインタビューを行なった学生は1名であった.同意 ･協力の得られ

た72名の学生の個々の学びのコー ド数は175であったが､意味を成さない4コー ドは除外し171

コー ドをデータとして用いたO

学生個々の学びをカテゴリ化した結果､表 1のように4つのカテゴリ (以下 【】内)と20

のサブカテゴリ (以 卜〔〕内)が抽出された｡

【高齢者に対する知的理解】は最も多い80コー ド (46.8%)であり､9つのサブカテゴリが

抽出された｡〔時代背景や過去の生活体験の理解〕では､｢昔は物が無く､戦後は日本中が貧乏

で現在の豊かな生活からは想像がつかないような貧困な生活を送っていたそうです｡｣｢自分の

欲は我慢し､家業を頑張ってきた事が分かりました｡｣等の記述があり､最も多い60のコー ド

であった｡〔生きがいとその重要性〕では､｢作ったものをいろんな人にプレゼントして喜ばれ

たり､施設内の新聞に載ったり作品展に出したりと､得意なことがあれば年をとっても夢をもっ

て生きがいになって､活力にもなるのだと思った｡｣｢今回のインタビューを通して､分かった

事は経験や想いが心の支えとなり､ずっと心の中に生き続けるということ､大切なものが何か

一つでもあれば､どんな辛いことでも乗り越えていけると思った｡｣等の5コー ドであった｡

他に 〔人生の複雑さ〕〔過去との時間的な連続性〕等のサブカテゴリが抽出された｡

【高齢者に対する情緒的理解】は､74コー ド (43.3%)と次に多く､〔過去の体験に基づく

高齢者に対する尊敬 ･尊重〕では､｢私の歳にはもう働いて家を助けていたのですから､祖母

に頭が上がらないなあと思いましたO｣｢改めて叔父の歴史を聞き､日本が一番大変な時代に生

まれ育ち､若い頃から家族を支えてきた人なので尊敬する気持ちを持ちました｡｣等32コー ド､

〔親族としての共感〕では､｢今回､インタビューを通して､普段はあまり聞かないことやおじ

いちゃんの人生感についても知ることができたし､なによりも久しぶりにおじいちゃんとたく

さん話すことができて良かったと思います｡｣｢頑固な祖父に振り回されたりと､苦労が多かっ

たようですので､看護師になり祖父母の意思を継いでくれるような主人を見つけ､曾孫を産ん

で安心させてあげたい｡｣等25コー ド､〔戦争の怖さ〕では､｢戦争の事も途中話してくれ､と

ても残酷で恐くなりました.｣等4コー ドの記述があったO

〔自己の生活や自分自身-の振り返り〕では､｢環境なども全然違い､厳しい中で育った高

齢者とは考え方なども違ってきてしまうのは仕方ない事だと思ったけど､話を聞いていると､

今の時代は便利になりすぎているので､大切なことを見失わないようにしなければならないと

感じました｡｣｢お年寄りは､耳が遠くなったり､心配性になったりするのは､きっと普通のこ

となのにどうして自分は受け入れてあげることが出来なかったのだろうと恥ずかしくなった｡｣
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等4コー ド､〔生きることの困難さ〕では､｢初めておじいちゃんの人生について聞いてみて､

86年という長い間生きているといろんな事があるんだと思いましたo｣等3コー ドの盲J述が見

られた｡他に 〔生きぬく強さに関する尊敬〕〔過去の辛い体験-の理解〕が抽出された｡

【インタビュー学習の学び】の 〔インタビューの難しさ〕では､｢本当は仕事オンリーと言っ

ていたけど､家族 (息子さん)はそんなことはないと言っていて､どっちが本当なんだろうと

思った｡｣等5コー ド､〔インタビューによる相互作用〕では､｢老年期になると自分の時間が

増えるので習い事をしたり､趣味に時間を使ったりしてとても楽しそうに元気で暮らしている

ので､若い私たちがパワーを与えるのではなく､逆に元気な祖母からパワーをもらった気がし

た｡｣等5コー ドの記述がみられた｡

【老年看護-の関心】では､〔講義-の関心〕では､｢このインタビューも活かして､これか

らの老年の講義をもっと深く学んでいきたいと思います｡｣､〔高齢者-興味 ･関心〕では､｢高

齢者だから以前の日本の状況や生活をもっと色々聞きたいなと興味が出てきましたo｣等6コー

ドの記述が見られた｡

グループの学びのコー ド数は32であり､カテゴリ化した結果､表2のように4つのカテゴリ

と10のサブカテゴリが抽出された｡

【高齢者に対する情緒的理解】は最も多い11コー ド (34.3%)であり､3つのサブカテゴリ

が抽出された｡〔高齢者-の尊敬 ･尊重〕では､｢戦後の日本を支えてきたいことをひけらかす

ことなく､見返りを求めない謙虚さに人間の大きさを感じた気がします｡｣｢高齢者の生きノブを

知ったことで､改めて感謝の気持ちを抱けたので良い機会となりました｡｣等の最も多い6の

コー ドであった｡〔自己の生活-の振り返り〕では､｢今の時代に生まれた私たちは幸せなんだ

と強く感 じましたO｣等の3コー ドであったO他に 〔戦争の怖さ〕では､｢戦争ってやっぱり良

いことなんて 一つも無いんだなと改めて感じた｡｣等の記述が見られたO

【学習の深まり】は､11コー ド (34.3%)と次に多く､〔様々な考えに対する気付き〕では､

｢高齢者の事について話し合うことができ､高齢者の事が理解できたO｣等4コー ド､〔ディス

カッションテーマについての振り返り〕の4コー ドでは､｢みんなのインタビューを見てみて､

みんな同じ体験をしてきたんだなあって思った｡｣等の記述があった0

〔高齢者の多様な姿〕では､｢私達の生活と比べて高齢者の生花は貧富の差によって食草や

学校に行けるか行けないなど大きな差があるのだと思った｡｣｢いろんな世代の人たちの時代背

景が知れて良かった｡｣等3コー ドの記述が見られた｡

【高齢者に対する知的理解】は8コー ド (25%)であり､〔時代背景や過去の体験の理解〕

では､｢高齢者はそれぞれ違う環境の中で､苦労してきたんだと思った｡｣｢昔は､貧しい生活

を送っている人たちが多かっただなあと思いました｡｣等5コー ドの記述が見られたた｡〔人生

の充実感 ･価値観〕では､｢どの高齢者もそれぞれたくさんの経験し､苦労を重ねてきたけど､

今は充実しているのだと思ったO｣等3コー ドの記述がみられたo他に 〔たくましいjF_き方〕

が抽出された｡

【老年看護-の関心】では､〔高齢者-興味 ･関心〕では､｢この課題のことを聞くと､それ

だけで楽しそうにするのを見ると､今までもっと聞けば良かったと思った｡｣の2コー ドが見

られた｡
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Ⅳ 考察

LHIによる学生個々の感想 ･学び､及びグループワークを通しての学び ･観想の分析結果よ

り､学びの内容を考察した｡

戦争体験を含む明治 ･大止 ･昭和という激動の時代を生き抜いてきた高齢者の過去の生活や

体験は､現代の若者にとっては想像も出来ない体験内容であり､非常に印象深く有意義な学習

であった｡高齢者が語る過去の経験は､豊かな時代に誕生した現代の若者にとっては高齢者に

対し､ジェネレーション･ギャップを抱くことにも繋がりかねないO中西 (2001)は､大人達

の世界と青少年の世界が文化的 ･心理的に隔離され棲み分けされておおり､同世代間関係を横

糸とすれば､異世代が入り交じる縦糸の関係がとてもか細く弱いと世代間のギャップを指摘し

ている｡

本研究では､インタビュー対象者の大多数が親族であったことから､ 【高齢者に対する情緒

的理解】 〔親族としての共感〕を基本にしながら学生は､高齢者の 〔時代背景や過去の生活体

験の理解〕〔生きがいとその重要性〕〔人生の複雑さ〕〔過去との時間的な連続性〕等高齢者に

対する共感的で知的な理解を示したものと考えられる｡

また､LHIによる高齢者理解の学習により､高齢者が過去の時間的蓄積を重ねた存在であり､

尊敬や尊重される存在であることを学生は学んでおり､高齢者看護における基本を学習してい

る｡高齢者に対する尊敬 ･尊重等､共感的に高齢者理解をすることは､人間を対象としケアを

実践する看護職者には重要であり､親族を対象としたことでLHIを通し高齢者を情緒的に肯定

的に捉え､高齢者が尊敬や尊厳される存在であることを学習したものと考えられる｡

さらに､高齢者に対する知的理解や情緒的理解が促されてことにより､学生個々やグループ

内で高齢者や老年看護学に対する興味 ･関心が引き起こされたものと考えられるが､老年看護

学実習においても高齢者を肯定的に捉えこの興味 ･関心を持ち続けられるようにすることが教

育的関わりとして求められる｡浅井 (2006)は4年間の高齢者に対するイメージの変化を研究

し､変化するイメージと変化しないイメージについて報告しているが､学生が老年看護学-の

興味 ･関心が継続できるよう臨地実習でのカンファレンス等討議が深められように関わる事も

今後貢要になると思われる｡

祖父母など身近な高齢者を選択しインタビューすることは､高齢者を肯定的に捉えることや

ポジティブイメージを持つことに有効 (寺門,2002)であるとされているが､高齢者理解をす

る上では､親族以外の高齢者のインタビューにおいては､どのような情緒的理解を示すのかに

ついては今後の課題であるO

小泉 (1998)は ｢LHIは高齢者個人をより深く学習する学習手段｣であると述べているが､

この個々の学びを基にグループワークを行なうことで､高齢者個人の学びから高齢者の多様な

姿や人生の充実感や価値観などをグループ全員の知識として学習している｡高齢者との直接的

な交流が減少している学生は､LHIを対象とした高齢者のみを高齢者像として理解することに

も繋がりかねない｡老いの理解を深めるためには､ステレオタイプ的な価値観や想像に基づい

た理解から､学習した知識を活用し､高齢者の実像から老いを理解することが (浅井,2006)

重要であり､ディスカッションを通して多くの事例を触れたことにより､高齢者がそれぞれ異

なる環境の中で戦争等時代を生き抜いた存在であることを知的理解基盤とし､高齢者が尊敬 ･
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尊重される存在であることを学習したと思われる｡

また､LHIを用いてグループワークを行なったことの有効性については､多くの事例や考え

に触れる重要性を学生自身が認識していることが示唆された.臨地実習や臨床の看護場面にお

いても､看護職は多職種と連携しながらディスカッションをし､看護の質を向上することが必

要となる｡LHIを用いグループワークを行なったことは､学習内容を共有する重要性を学生自

身で認識する契機になったものと思われる｡また､河津 (2001)は､ひとりひとりの牛活世界

を縦断的に描くLHIをより多くを収集することにより､横断的な類型化の学習機会となること

を指摘しているが､グループワークは学生個々の直接的収集ではなく間接的な収集の機会とな

り､高齢者-の尊厳や尊敬について共有する機会となったことも考えられる｡しかし､高齢者

が多様な存在であり､個別性がより大きく存在するという視点にまではグループワークで討鼓

が十分深められていないことも示唆されたO今後はグループワークの方法及び教師に関わりに

ついて検討する必要がある｡

更にLHIを通して学生個々が抱いた自己の生活-の振り返りは､LHIの事例をディスカッショ

ンする経験の中で､グループの中でも討議され自分達の生活を振り返る機会となっている｡人

間関係は相互に作用し､学生にも自己の有り様についての振り返りが成され､この振り返りが

グループ内で共有されたことは大変意義深い｡看護は人間理解を基本にし実践をする行為であ

り､このためにはまず自分自身を認識することも必要である｡この点において､自己を振り返

る機会が得られたことは重要であると考える｡

しかし､学生個々の学び及びグループワークを通しての学び ･感想に共通して学生に認識さ

れていないのは､日常生活の過ごし方や老年期に抱える老い-の不安､健康不安等現在の生活

についての認識である｡老年期は身体的老いに適応しながら生活をすることは､老年期におけ

る発達課題である｡肯定的に高齢者を捉えること事は重要ではあるが､看護職は高齢者を身体

的 ･精神的 ･社会的に支えることが求められ､老年期の老い-の不安や健康不安を捉えること

も重要である｡

今回のLHIのインタビュー内容の項目に不安に関する内容を特に設けなかったこと､インタ

ビュー対象者が親族であるために､心配をさせたくないという思いから高齢者が不安について

はインタビュー時に語らなかったことが考えられるQまた､高齢者の過去の経験が現在の高齢

者のあり方にどのように影響を与えているのか､現在の高齢者の生活や価値､健康状態などに

ついてまでは討議が十分なされていないことは､LHIのあり方やグループワークの検討の必要

性について示唆された｡今後はLHIの内容の検討を加え､老いや健康不安を抱えながらも人生

を統合的にとらえ生活する高齢者の存在を理解できるよう､グループワークの討議内容や教師

の関わり方についても検討する必要がある｡

Ⅴ 結論

LHIによる学生個々の感想 ･学び､及びグループワークを通しての学び ･感想を分析するこ

とにより､以下の結論が得られた｡

1.LHIは個々の高齢者を理解する方法として有効であり､その後にILHを用いたグループワー

クは高齢者理解を深め､老年看護-の興味 ･関心を養う効果があるO
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2.高齢者の現在の高齢者の生活や価値､健康状態との関連性などを学習するためには､LHI

方法の検討が必要である｡

3.討議を深め､高齢者の個別性について捉えられるようグループワークの方法についての検

討や教師の関わり方が重要となる｡

おわりに

今後は､LHI内容やグループワーク学習､教師の教育的関わ りについて検討を重ねていきた

い｡

快くインタビューにご協力を頂いた高齢者の方々､及び本研究に協力頂いた学生に深 く感謝

いた しますO
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表 1 学生個々の学びのカテゴリと主な内容

カテゴリ サブカテゴリ コー ド敬 主な内容

高節 時代背景や過去の生活体験の理解 60

く p-JJに通Jたけど dずFしいJ, イいました
昔は物が無く､戦後はFl本rTlが貧乏で現作の腎かな生活からは想像がつかないような貧幽
な生活を送っていたそうです.

□分の欲は我慢し､家業を頑張ってきた盲が分かりました○

生きがいとその重要性 5 作ったものをいろんな人にプレゼントして青ばれたり､施設LJlの新糊に破ったり作.'"1.鳩に

LtiLたりと､得意なことがあれば年をとっても夢をもって4--rきがいになって.析力にもな
るのだと思った¢

今回のインタビューを通して､分かった事は総敦や想いが心の支えとなり､ずつと心のll'
にJF_き続けるということ､大切なものが何か .つでもあれば､どんな辛いことでも乗り越
えていけると思.つたC

人J牛の政経さ 3 過去の話をしている時は､楽しそうであったり､悲しそうでもあり､いろいろなJi帖になりながら話していて､人Jt_はいろんなことがあるとJI且つた〇

人+_は波乱Jj-丈だと)出いましたo

i幽去との時間的な連続性 2 昔､裁縫学校に通ったお蔭で歳をとつてから内職を始める事が.LL'.束たと思うので､つな

者に対する知 がつていて良いことだと思いました∩

激しい時間を生きてきたけれど､今は牛や野菜などを育てたり､糾父と旅子Iに4(.つたりと
のんびりした時間を過ごしていて､人変さなことがあつたから今の時間があるんだと一7:び
ましたe

時間的な蓄積と時間の大切さ 2 私と同年代の人たちよりも高齢.古の方の方が-.一口をとても人切にしている0)で(.まかいかと

的周! 気づきました○

人間関係形成の特徴 2 対人関係の付き合い方が Itl一間で地位のある人 資J77Zを持っている人71-:､二畔怨的な対人F姓解 係ではなく､現実的対人関係を形成している客がわかったO

人との㈲わりを大切にしていたので､今も机父の周りには友iifが多いんだと,LLl/)たO

家族の重要件 2 自分の息+に借金返折をT--仏わせたり､私の進精を勝7--に決めたりして､嫌いだつたが､
意外と家族を大切にしていることが分かったO

生きてきた時代は違っているけれど､家族を大りJに思っている面ではどのF!iJu)rrT1じだと
思いましたb

生理的特徴 2 千の記悟がとてもはっきりしていましたo
いくつになっても男なんだなあと実感 しました○

価仲:観や好み-の理解 2 子どもの頃から農家で育ってきたので､食べ物だけではなく.服やお金にr判しても無駄の
無いように使い､大切にしているのだろうと.liiいました○

過去と現行では食べ物が変わってきているけれど､好みは変わっていない0)が以外だつ
た○食べ物が増えればそれだけ変化していくものだと思っていたC

山節肴対すら悼 過去の体験に基づく高齢者に 32 私の蔵にはもう働いて家を助けていたのですから.iiL母に亘的;Lがらないなあと一lムいました

攻めて叔父の歴史をrxlき､El本が .凝 'な時代に4:_まれ育ち､JF',:い頃かr)'#族を支えてた対する尊敬 .尊重 きた人なので尊敬する気持ちを持ちま

以dfiに杜から叔父が仕送りをしてくれたのでお陰で高校を卒業できたのだとILilL､ていたの
で改めて私も感謝したいと思いました○

親族としての共感 25 今回､インタビューを通して,普段はあまり聞かないことやおじいちゃんの人/I:.邸につい
ても知ることができたし､なによりも久 しぶりにおじいちゃんとたくさん.活すことができ

てJaz)_,_つたと_.EIJL.シ∴ま_iIqー…_"___"_..…………………=ー…………ー…ー…_一日…………碗h5]な祖父に振 りLdされたりと､A:労が多かつたようですので､看護帥になり糾父l:J=の..3:
,[出を継いでくれるような主人を見つけ､浄孫を産んで安心させてあげたい1.

軸争の怖さ 4 戦争の事も途I11話してくれ､とても残酷で恐くなりましたo
戦争r11に生きてきた人に話しを聞く事は､少し/式が重くなってしまう,J

Flこの年活やF1分白身-の振り返り 4 環境なども全然違い､厳 しい中で育った高齢廿とは考え方なども違ってきてしまうのはLi.

方ない車だと思ったけど､話を聞いていると､今の時代は低利になりすぎているので､大
切なことを見失わないようにしなけれ LLhらないと感じました(,

お年寄りは､耳が速くなつたり､心触 こなつたりするのは､きつと普通のことなのにど

緒的盟解 うして肖分は受け入れてあげることが出 なかつたのだろうと恥ずかしくなった∩
/+-.きることの的難さ 3 初めておじいちゃんOr)人生について聞いてみて､86Er--という長い｢LU1:_きているといろんな

啓があるんだと思いましたo

lflきぬく頻さに関する尊敬 3 この方は本当に幼い頃から休を壊すまで働きづめだったし､体を壊 してもなおrI/J)の))で

排柵だったり､リハビリに進んで行なう姿は人間として尊敬できるし､私の高齢許のイ
メ-ジこの方は全く違っていたので何歳になつても頑偏ることやちリ)することはできるの
だと感 じましたo

小さい頃から苦労してきて､家族と舶 になりながらも､｢l分の:好きなことをしてい
こうと前lF,ほ に過ごしていて､今を入り しているところがすごいとJLl.つた∩

過去の辛い体験-の稗解 3 戦争のあたりで少し話しづらそうにしていたので､何か悲しいことがあったかもしれないが.特に触れなかった.やはり辛いことがあったのだろうわ

とてもつらい/tI活だと思った｡

ど イ ンタビュー の難しさ 5 本当は仕事オンリーと言っていたけど､家族 (息 ｢-さん)はそんなことはないと,すってい

ユイ;':lン て､どっちが本当なんだろうと思った○

インタビューによる相互作用 5 老年期になると自分の時間が増えるので弔い事をしたり 趣味に柿間を仙/'たりしてとす
r'芦タ山一l llも楽しそうに元気で暮らしているので､名=い私たちがパrj-をIj-えるので結′亡く､逆にj己気な社L母からパワーをもらった気がしたC

軍票､の肴 講義-の閑心 1 このインタビューも活かして､これからの老年の講義をt,つと深く一-Li':んでいきたいと.E良い
ます○
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表2 グループ ワー クを通 しての感想 ･意見のカテ ゴリ及び内容

サブカテゴリ ll-ド敬 主な内容

高節者に 高齢者-の尊敬 .尊重 6 高齢者はとても元気でずつと大切にしていきたいと思いましたD

戦後の日本を支えてきたいことをひけらかすことなく､見返りを求めない謙虚さに人間の人
きさを感じた気がします○

高齢者の生き方を知ったことで､改めて感謝の気持ちを抱けたので良い機会となりましたo

今の -があるのも高齢者の方たちの苦労があつてのこと

今まで聞いたことがなかった若い頃の話を聞いて (武勇伝やおもしろい話等)見る目が変

対する悼緒的 わつたような気がする○

これからも高齢者からたくさんのもを得て大切にしたい思うo

L1-1己の生 3 今の時代に生まれた私たちは幸せなんだと強く感じましたo
今では､当たり前になっていることを高齢者は大切にしていて､見習わなければいけないと

理解 括-の振り返り 思った現代人はものも何でもあり､苦労が少ない時代なのに､自殺したり殺人したりする人が増
え､おかしい世の中に変化してしまったと思うO

戦争の怖さ 2 戦争は怖いなと思った戦争つてやっぱり良いことなんて一つも無いんだなと改めて感じたo

学習の深まり 様々な考えに対する気付き 4 グループワークでたくさんの意見を聞き､色々な考えがあると思ったo

皆と交 をもつには一番いいやり方がグループワークだと思いましたO

高齢者の事について話し合うことができ､高齢者の事が理解できたo

他人のためになにができたかという時の話し合いはみんなすごく納得できたし､とてもいい
話し合いになれて良かつたと思いますO

デ ィスカッションテーマについての払妄り返り 4 インタビューした相手が同じではないのでまとめるのがむずかしかったC

比較的 共通点が多く早くまとめられたo

以外 .-通している点が多く､共通していない点が少なかつたC

みんなのインタビューを見てみて､みんな同じ体験をしてきたんだなあつて思った∩

高齢者の多様な姿 3 いろんな世代の人たちの時代背景が知れて良かつた○
同じ 山一でも生活が全然違うなと思いますo

私達の生活と比べて高齢者の生活は貧富の差によって食事や学校に行けるか行けないなど人
きな差があるのだと思った○

高節者に料する知的哩郎 時代背景や過去の体験の埋 4 昔は､貧しい生活を送っている人たちが多かつただなあと思いましたo

rg摘旨者はそれぞれ違う源境の中で､苦労してきたんだと思ったq

毎日､食べ物に困っていたり､危険がすぐそこまでに常に迫っている事に不安を感 じ続けな
解 がら生活していた事がすごいなと思ったo

今の私たちには想像もつかない生活だと思ったO

人牛の充実感 .価値観 3 どの~~思つ7: 者もそれぞれたくさんの経験し､苦労を重ねてきたけど､今は充実しているのだと
昔､苦労した分ぜいたくしたくなるように感じる

高齢者は私達よりも人に対する思いが強いのだと思ったo

たくまし 1 高齢者が子供の頃は､現在のように物がなんでもあったり､食べ物が多くなかった時代なの
い/Jミき方 に､現代人よりも強くたくましく生きていた気がする○

a. 高齢者-興味 .関心 2 この課題のことを聞くと､それだけで楽しそうにするのを見ると､今までもつと聞けば良の隼f.Aft心踊 かつたと思った○
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